
 

（第２号様式） 
令和８年４月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立百合丘高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①確かな学力の育成に努
め、質の高い学びを実現
し、生徒が自らの個性・
能力を伸張する高い意識
を持って学習するカリキ
ュラム・マネジメントを
進める。 
 
②国際理解教育の推進及
びグローバル人材の育成
を図り、持続可能な社会
の創り手として学び続け
る自立した学習者を育成
する。 
 
 
 
③学校行事や生徒会活動
等においては生徒が主体
的に取り組み、生徒中心
の行事となる取組を促進
し、他者に影響を与え、
学校や社会に貢献できる
人材を育成する。 
 

①確かな学力の育成と質の高
い学びを継続して実現してい
く。 
 
 
 
 
 
②生徒自らがグローバルな視
点を持ち、持続可能な社会を
作り出す意識を育めるような
学びを ICT と等のツールも活
用し、教科横断で推進してい
く。 
 
 
 
③学校行事や部活動への積
極的参画を通じた自己有用
感の向上を図り、生徒主体
の活動基盤の基礎を作るた
めに部活動加入率を高めて
いく。 

①資質・能力の向上
とその発展を目指
し、教科内及び教科
横断で授業実践・授
業改善を行う。 
 
 
 
②各科目等でテーマ
に沿った探究活動を
推進し、生徒の向上
心を育み、学びの振
り返りをより高い目
標に結びつけられる
よう支援する 
 
 
③生徒自身が主体的
に学校行事や部活動
の運営を行なってい
るという実感を得る
機会を増やす。ルー
ルの見直しなどを通
じて入部の門戸を広
げる。 
 

①教科会を中心に、
教科横断で授業改善
を進め、生徒の資
質・能力の向上に努
めることができた
か。 
 
 
②ICT 等のツールを
活用しながら、生徒
が主体的・対話的に
探究学習をし、課題
解決方法を考える学
びを継続するサイク
ルづくりができた
か。 
 
③部活動加入率の増
加と、学校行事への
主体的な参画する体
制が確立できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの個性
や実情に応じてそのニー
ズに応え、多様な可能性
を延ばす支援体制の充実
を図る。 
 
②困難を抱える生徒を支
援につなぎ、誰一人取り
残さず、全ての人の可能
性を引き出す共生社会の
実現に向けた支援体制の
構築を図る。 
 
 
 
③規範意識を養い、安
全・安心な学校生活を保
障し、自尊感情や自己効
力感を高め、自他を尊重
する心を育み、ウェルビ
ーイングの実現を目指
す。 
 
 
 

①生徒支援体制に重点を置
く。生徒支援を教育相談や
生徒指導を通じ活性化を図
る。 
 
 
 
②困難の言語化、見える化
を図る。生徒の背景にある
困難に対し早期対応を目指
す。 
 
 
 
 
➂自尊感情を育成するため
道徳的実践力を養う。安
心・安全な学校生活を送る
ための規範意識を養う。 

①教職員が一丸とな
って生徒の困り感に
寄り添える体制を整
える。生徒・保護者
との信頼関係を築
く。 
 
②SC・SSW と連携を
図り生徒・保護者の
支援を図る。サポー
トドックを活用し、
困難を抱える生徒の
早期発見に努める。 
 
 
➂義務や責任を果た
せる人格を育成し、
互いの人格や権利を
尊重する力を育む。 

①生徒・保護者との
信頼関係を築けた
か。生徒・保護者に
寄り添える体制は整
えられたか。 
 
 
②SC・SSW・スクール
メンターと連携がで
きたか。サポートド
ックを有効活用でき
たか。必要な時に外
部機関と連携が図れ
たか。 
 
➂人格や権利を守り
道徳的規範意識を養
えたか。自尊感情を
育成できたか。問題
行動を未然に防止で
きたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①予測不可能な時代の中
でも、活躍することので
きる人材の育成を図る。 
 
②生徒自らのキャリア形
成を意識できる進路活動
の充実を図り、より高い
進路目標設定が行える指
導・支援を推進するため
の体制を構築する。 
 
③将来の自分のキャリア
に責任を持ち、生涯にわ
たって学び続ける学習者
としての基盤を培う。 
 

①進学先・進学方法に関わ
らず共通して必要となる資
質・能力の育成を図る。 
 
②生徒が自己理解や社会・
学問分野への理解を段階的
に深化させ、主体的に進路
を選択できる基盤を育成す
る。 
 
③生徒自身が目標を設定・
修正する機会を保障し、自
己調整力や主体性を育成す
る。 
 

①各教科と総合的な
探究の時間等を相互
に関連付け、汎用的
能力の育成を図る。 
 
②各学年に応じた進
路行事や探究活動等
を計画し、生徒が進
路を現実的かつ意欲
的にとらえられる機
会を充実させる。 
 
③学習目標や進路目
標の設定、計画、振
り返りを生徒自身が
行うよう、支援・助
言する。 

①各教科と総合的な
探究の時間等を効果
的に関連付けること
ができたか。 
 
②各学年に応じた進
路行事や探究活動等
を適切に計画・実施
することができた
か。 
 
③学習目標や進路目
標の設定、計画、振
り返りを生徒自身が
行うよう、支援・助
言をすることができ
たか。 

     

４ 地域等との協働 

①地域・保護者等と連
携・協働し、学校の教育
力の向上を図るととも
に、地域に親しまれる学
校作りを進める。 
 
 
②コミュニティ・スクー
ルの取組の推進により、
地域の教育力の活用や産
学協働体制の構築を図
る。 

①地域・保護者との双方向

の交流を活性化し、相互理

解に基づく開かれた学校づ

くりと教育力の向上を推進

する。 

 

②地域の教育資源や外部ネ

ットワークを効果的に活用

し、生徒の学びの機会を拡

充する。 

①-1 学校行事におけ
る地域・保護者の参
画・支援の機会を継
続し、教育活動への
理解を深める。 
 
①-2 地域行事におけ
る生徒の活動機会を
拡充し、その活動を
積極的にホームペー
ジや SNS で発信す
る。 
 
②近隣の大学や高等
学校等のリソースを
活用した交流や体験
プログラムを実施
し、学びの質を高め
る。 

①-1 学校行事への地
域・保護者等の参
画・支援が継続でき
たか。 
 
①-2 地域行事への生
徒の活動機会が増
え、ホームページや
SNS で 発 信 で き た
か。 
 
②近隣の教育機関等
との交流は体験プロ
グラムが実施できた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①校務におけるコンプラ
イアンスの徹底と不祥事
防止の徹底により、信頼
に根ざした学校づくりを
推進する。 
 
 
② 安心で快適な教育環境
の整備のために、組織
的・計画的な学校安全を
推進し、激甚化・頻発化
している自然災害や、事
故・事件、犯罪などに備
えて子どもたちが自らの
安全を確保できる資質・
能力を育成する。 
 
③働き方改革を一層促進
するだけでなく、教師の
個別最適な学びや協働的
な学びを支える仕組みを
構築し、教職員のウェル
ビーイングを図る。 

①不祥事防止研修の充実と
職場内の良好な雰囲気づく
りに努め、不祥事防止の徹
底を図る。 
 
 
 
②組織的・計画的に安心で
快適な教育環境の整備に努
める。自然災害や、事故・
事件、犯罪などに備えて生
徒たちが自らの安全を確保
できる対応力を養う。 
 
 
 
③-1 業務の効率化を進め、
教職員の時間外勤務の減少
に努める。 
③-2 個々の教職員の希望と
適正に十分に配慮した校内
人事を行う。 

①県の資料の活用等
により不祥事防止研
修を計画的に行うと
ともに、管理職と教
職員との面談や個々
の相談に速やかに対
応する。 
 
②-１防災訓練、防災
講話、ＤＩＧ訓練等
を地域と連携を図り
ながら実施する。 
 
②-２保健体育課、社
会的リソース等と連
携し、心肺蘇生法等
を実施する。 
 
 
③-1 企画会議を中心
に、各グループで業
務の見直し、効率化
を進める。 
③-2 教職員との日ご
ろのコミュニケーシ
ョンや面談等を充実
させ、教職員の意思
を把握する。 
 

①計画的な不祥事防
止研修の実施と、教
職員との面談や相談
対応により、不祥事
ゼロが実現できた
か。 
 
 
②-1 地域等と連携し
た訓練・講話等を実
施し、防災に備える
体制を構築し確認で
きたか。 
②-２心肺蘇生法を実
施し、職員や生徒が
実践的な方法を学ぶ
ことができたか。 
 
 
③-1 各グループの業
務の効率化が図ら
れ、時間外勤務が減
少したか。 
③-2 教職員の希望を
尊重した校内人事に
より働きがいのある
職場づくりができた
か。 

     

 


